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毛 町の人 ロ 1 
人 口 9,651 人 （増10) 

男 4,601 人 （減2 ) 

女 、 5,050 人 （増12) 

世帯数 3,146世帯 （減1) 

出生 12人 転入82人 

死亡 8人 転出 76人 

（昭和57年3月末日現在） 

516 町民体育大会せまる 
雨天の場合は中止と決定ク 

【写真は昨年大会の 「こども対抗リレー」 から】 

今年も第21回の町民体育大会が、5 月16日の第3 日曜日、町民グランドにおいて行われま 

す。昨年は、雨と寒さに泣かされ、午前中で中止となり、盛り上がりを欠いた大会でしたが、 

今年は快晴を期待しています。 

すでに町体育協会を中心とした町内各種団体および機関で組織する実行委員会の専門委員 

会の中でフ与コグラム等、当日の取り組みが編成されています。 

今年は 「地区壮婦対抗リレー」 がなくなり、一般男女オーフpンによる 「夫婦きどり （2 人 

3 脚）」と31歳以上の男性10人、既婚女性10人による 「地区対抗むかで競走」などの新しい種 

目が取り入れられ、全15の種目が編成されています。 

当日は、 8時20分（一般集合）までに地区公民館別に全員が集合し、入場開始は8時50分 

開会式は8時55分です。入場行進は昨年と同じく横一線で本部へ 

向い行進し整列します。各会場の設置は昨年と少しかわり、町民 

会館側の本部から向って右より上野、市場、赤池、中尾地区の順 

となっており、テントの設営は前日（15日）の午後7 時までとなっ 

ています。この際、グラウンド内には車は乗り入れできません。 

服装については体操のできる服装（ジーパンはさける。） 

で運動ぐつは必ずはいて下さい。帽子もかぶるようお願いしまt 

なお、雨天の場合は、次期に順延せず、中止と決定しました。 

家族そろって多数の参加を 
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昭和57年度一般会計予算決まる 

一
町
財
政
再
建
の
力
ギ
と
な
る
住
宅
団
地
、
 

一 

一
本
年
度
、
取
付
け
道
路
や
水
這
本
管
布
設
 

L
H
事
、
区
画
割
り
な
ど
が
一
部
行
わ
m
ほ
」
 

実質的には伸び率ゼロの 
超緊縮予算ク 

事業は緊急重要で国の認可が得られるものから 

夢ソノノ 

、
 

プ
 

昭
和
五
十
七
年
度
の
一
般
会
計
予
算
が
決
ま
り
、
四
 

月
一
日
か
ら
執
行
し
て
い
ま
す
。
住
み
よ
い
町
づ
く
り
 

の
た
め
の
基
礎
と
な
る
大
切
な
予
算
を
公
正
で
効
率
的
 

に
運
営
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
 

今
年
の
町
の
台
所
を
見
て
み
る
と
 

。
今
年
の
予
 

算
は
、
昨
年
の
当
初
予
算
（
三
十
一
億
六
千
五
百
六
十
 

五
万
一
千
円
）
の
一
〇
・
五
者
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
 

す
が
、
増
え
た
分
は
、
ほ
と
ん
ど
公
債
（
借
金
）
の
償
 

還
金
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
昨
」
m
由
、
は
、
下
半
期
分
の
償
還
 

金
は
、
補
正
で
計
上
し
ま
し
た
の
で
、
実
質
的
に
は
町
 

単
独
の
公
共
事
業
を
抑
え
た
超
緊
縮
予
算
と
い
う
こ
と
 

に
な
り
ま
す
。
 

収
入
を
見
て
み
る
と
、
全
歳
入
の
八
一
・
二
者
が
、
 

国
や
県
の
意
志
で
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ
る
地
方
 

交
付
税
や
国
・
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
と
い
わ
れ
 

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
全
歳
入
の
四
三
督
は
、
そ
の
使
 

い
み
ち
が
限
定
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
特
定
財
源
と
い
わ
 

れ
る
も
の
で
す
。
 

財
産
収
入
で
二
億
九
百
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
 

こ
れ
は
、
旧
ボ
タ
山
跡
地
の
住
宅
団
地
売
却
分
で
す
。
 

赤
池
町
の
再
建
は
、
こ
の
用
地
売
却
に
か
か
っ
て
お
り
 

早
急
に
こ
れ
の
売
却
が
必
要
で
す
。
 

歳
出
で
は
、
 
上
野
小
学
校
一
校
舎
増
築
工
事
、
町
 

道
二
反
ケ
浦
、
松
本
線
新
設
工
事
、
住
宅
団
地
整
備
費
 

な
ど
が
主
な
も
の
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

プ
 

×
 

使
わ
れ
ま
す
。
国
民
年
金
事
務
費
、
老
 

人
医
療
費
、
老
人
ホ
ー
ム
運
営
費
、
同
 

和
対
策
費
な
ど
の
社
会
福
祉
費
に
四
億
一
 

千
百
九
十
万
円
。
児
童
措
置
費
、
乳
幼
 

児
医
療
対
策
費
な
ど
の
児
童
福
祉
関
係
 

に
二
億
三
百
八
十
九
万
円
。
 

136,967千円（3.9%) 

き
れ
い
な
環
境
と
み
な
さ
ん
の
健
康
 

づ
く
り
の
経
費
に
使
わ
れ
ま
す
。
赤
ち
 

ゃ
ん
検
診
、
ガ
ン
検
診
、
田
川
地
区
伝
 

染
病
組
合
、
斉
場
組
合
な
ど
の
負
担
金
 

な
ど
保
健
衛
生
費
に
三
千
二
百
六
＋
八
 

万
円
。
し
尿
処
理
な
ど
の
清
掃
費
に
四
 

千
七
百
四
十
五
万
円
。
町
立
病
院
、
水
 

道
会
計
へ
の
出
資
金
に
五
千
六
百
八
十
 

四
万
円
。
 

734,612千円（21.0%) 

失
業
対
策
四
事
業
に
使
わ
れ
る
お
金
 

で
す
。
雇
用
対
策
と
同
時
に
地
域
に
密
 

着
し
た
町
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
 

た
し
ま
す
。
緊
就
・
開
就
・
特
開
の
三
 

事
業
費
六
億
一
千
万
円
は
、
主
に
住
宅
 

団
地
整
備
費
で
す
。
 

211,383一千円（6Q%) 

農
林
・
水
産
業
の
振
興
の
経
費
に
使
 

わ
れ
ま
す
。
農
業
振
興
同
和
対
策
費
と
 

し
て
一
億
三
千
七
百
万
円
。
国
土
調
査
 

費
と
し
て
一
千
二
百
四
十
万
円
。
農
業
 

委
貝
会
費
と
し
て
二
百
九
十
万
円
な
ど
。
 

9,118千ー円（Q3%) 

商
工
業
の
振
興
や
観
光
事
業
に
使
わ
 

れ
る
お
金
で
す
。
町
内
の
街
灯
電
気
代
、
 

商
工
会
助
成
金
な
ど
の
商
工
費
に
四
百
 

九
十
五
万
円
。
上
野
峡
自
然
歩
道
整
備
 

な
ど
の
観
光
費
に
四
百
＋
六
万
円
が
使
 

わ
れ
ま
す
。
 

233,809千円（6.7%) 

道
路
、
橋
の
整
備
や
町
営
住
宅
の
管
 

理
費
に
使
わ
れ
ま
す
。
五
十
五
年
度
か
 

ら
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
町
道
二
反
 

ケ
浦
ー
松
本
線
（
赤
池
駅
か
ら
鉄
道
沿
 

町民1人当り 

G騒651A) 

ー一全支出に 
占める割合 

「ーー支出額 
I 
I 
I 

61,899千ー円（1.8%)ー」【 
L 」 

I 

み
な
さ
ん
が
選
ん
だ
議
員
さ
ん
の
活
 

動
に
要
す
る
お
金
で
す
。
報
酬
、
調
査
 

研
究
貰
、
議
長
会
な
ど
の
負
担
金
な
ど
 

に
使
わ
れ
ま
す
。
 

262,568千円（7.5%) 

庁
舎
内
の
一
般
管
理
、
交
通
安
全
対
 

策
と
し
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
、
住
 

民
基
本
台
帳
な
ど
の
窓
口
業
務
、
徴
税
 

費
、
選
挙
関
係
費
用
な
ど
に
使
わ
れ
ま
 

す。 

引5,790千円（17.6%) 

み
な
さ
ん
の
福
祉
に
関
す
る
経
費
に
 

い
に
商
工
会
館
前
ま
で
）
道
路
新
設
費
 

に
八
千
八
百
万
円
。
町
営
住
宅
の
維
持
 

管
理
費
に
一
千
五
百
万
円
。
 

80,925千円（2.3%) 

み
な
さ
ん
の
安
全
を
守
る
経
費
に
使
 

わ
れ
ま
す
。
消
防
団
貝
の
報
酬
、
田
川
 

地
区
消
防
組
合
の
負
担
金
、
第
五
分
団
 

消
防
車
庫
の
団
貝
詰
所
増
築
費
な
ど
。
 

313,240千一円（9.0%) 

学
校
教
育
、
社
会
教
育
な
ど
の
経
費
 

に
使
わ
れ
ま
す
。
上
野
小
学
校
費
と
し
 

て
校
舎
増
築
費
な
ど
に
六
千
八
十
万
円
。
 

市
場
小
学
校
費
と
し
て
二
千
九
百
万
円
。
 

赤
池
中
学
校
費
と
し
て
三
千
二
百
万
円
。
 

公
民
館
費
や
同
和
教
育
費
な
ど
の
社
会
 

教
育
費
に
五
千
九
百
万
円
。
保
健
体
育
 

費
に
一
千
五
百
万
円
。
給
食
セ
ン
タ
ー
 

費
と
し
て
七
千
九
百
七
十
万
円
。
 

災
害
復
旧
費
は
千
円
の
項
目
設
定
。
 

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
補
正
予
算
に
 

計
上
さ
れ
、
復
旧
さ
れ
ま
す
。
 

和
名
 
皐
月
（
さ
つ
き
）
 

さ
つ
き
の
花
が
咲
く
意
味
と
早
苗
を
 

植
え
る
早
苗
月
を
つ
づ
め
て
五
月
を
皐
 

月
と
い
う
。
 

【総 計】 

262,408円 

3,497,600千円（100%) 

5 3 2 
日 日 日 
困 明）（日） 

7 6 
日 日 
圏(村 

8
日
田
 

9
日
印
 

10 

日
囲
 

14 

日
圏
 

16 15 
日 日 
伯）仕） 

30 27 23 21 18 17 
日 日 日 日 日 日 

（日）困（日）圏（幻 嶋） 

メ
ー
デ
ー
・
不
正
大
麻
・
け
 

し
撲
滅
運
動
 

八
十
八
夜
 

憲
法
記
念
日
 

こ
ど
も
の
日
・
児
童
福
祉
 

週
間
（
報
）
 

立
 

夏
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
世
）
 

世
界
赤
十
字
デ
ー
 

母
の
日
 

愛
鳥
週
間
（
諸
）
 

献
血
廿
赤
池
商
事
前
（
午
前
 

10 

時
ー
午
後
1

時） 

・
赤
池
 

町
役
場
前
（
午
後
2
時
ー
午
 

後
4
時） 

種
痘
記
念
日
 

エ
ン
ゼ
ル
ク
イ
ズ
締
め
切
り
 

第
 21 

回
町
民
体
育
大
会
（
町
 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
 

春
期
行
政
相
談
強
調
週
間
（
輪
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
m
し
 

国
際
善
意
デ
ー
 

小
満
、
家
内
労
働
旬
間
（
輪
）
 

全
国
植
樹
祭
（
響
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
m
ー） 

消
費
者
の
日
 

818,031千円（23.3%) 

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
す
る
た
め
に
、
 

大
蔵
省
や
郵
政
省
な
ど
か
ら
借
り
た
お
 

金
の
元
金
、
利
子
の
償
還
に
使
わ
れ
ま
 

す。 開
発
公
社
に
対
す
る
貸
付
金
 で 

2,000千円（0.1%) 土 17,257千ー円（0.5%) 

予
算
外
の
支
出
ま
た
は
、
予
算
超
過
 

の
支
出
が
あ
っ
た
場
合
充
て
ら
れ
ま
す
。
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議
会
だ
よ
り
 

昭和57年度誘鱒予算案● 

助役の選任など34議案を可決 

一昭和57年第2回赤池町議会定例会一 

▼
赤
池
町
職
貝
退
職
勧
奨
条
例
の
制
定
 

廿
職
貝
の
新
陳
代
謝
の
促
進
と
町
財
 

政
の
健
全
化
に
努
め
る
た
め
、
退
職
 

勧
奨
を
行
い
、
退
職
す
る
職
貝
の
便
 

宜
と
優
遇
措
置
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
長
、
助
役
、
収
入
役
給
与
条
 

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
井
特
別
 

職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
勘
案
し
 

て
、
町
三
役
の
給
与
が
改
正
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

▼
赤
池
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
お
よ
び
 

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
廿
特
別
職
報
酬
審
 

議
会
の
答
申
に
基
づ
い
て
改
正
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

人 

事 

▼
赤
池
町
助
役
の
選
任
廿
昭
和
五
十
七
 

年
三
月
三
十
一
日
で
任
期
満
了
と
な
 

っ
た
椿
原
誠
助
役
（
 74 

歳
）
が
賛
成
 

多
数
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
 

委
員
の
選
任
廿
昭
和
五
＋
七
年
四
月
 

十
五
日
で
任
期
満
了
と
な
っ
た
市
場
 

の
白
川
勝
膚
氏
（
 42 

歳
）
が
再
任
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

昭
和
 57 

年
度
予
算
 

次
の
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

予
算
ー
（
一
一
ー
三
面
に
掲
載
）
 

▼
昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算
廿
歳
 

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
三
億
六
千
 

三
百
六
十
六
万
一
千
円
で
す
。
 

昭
和
五
十
七
年
三
月
定
例
町
議
会
は
、
三
月
十
二
日
か
ら
、
三
十
日
ま
で
 

の
会
期
で
行
わ
れ
、
五
十
七
年
度
一
般
会
計
子
算
案
、
助
役
の
選
任
な
ど
、
 

三
十
四
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
o
 

ほ
か
請
願
五
件
、
意
見
書
三
件
、
決
議
一
件
が
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

補 

正 

予 

算 

次
の
補
正
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
昭
和
五
十
六
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
廿
歳
入
歳
出
予
算
総
額
四
十
 

二
億
九
百
五
万
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
四
億
 

四
千
四
百
四
十
二
万
九
千
円
を
追
加
し
 

総
額
四
十
六
億
五
千
三
百
四
十
七
万
九
 

千
円
に
な
り
ま
し
た
。
 

▼
昭
和
五
十
六
年
度
住
宅
新
築
資
金
等
 

貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
廿
歳
入
 

歳
出
予
算
総
額
一
億
五
千
二
百
三
十
一
一
 

万
二
千
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
億
七
千
万
 

円
を
追
加
し
、
総
額
は
三
億
二
千
二
百
 

三
十
二
万
二
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
 

▼
昭
和
五
十
六
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
子
算
廿
 

歳
入
歳
出
予
算
総
額
三
億
二
千
九
百
八
十
 

万
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
千
百
八
＋
一
万
円
 

を
追
加
し
、
総
額
は
三
億
四
千
百
六
＋
 

一
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
 

条 

例 

▼
赤
池
町
職
貝
の
給
与
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

▼
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
 

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
 

▼
赤
池
町
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
 

そ
の
他
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
 

、I
ー
 

) 

▼
昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
住
宅
新
築
 

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
廿
 

歳
入
歳
出
子
算
の
総
額
は
、
二
億
八
 

千
八
百
三
十
二
万
五
千
円
で
す
。
 

▼
昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
予
算
廿
収
益
的
収
入
お
よ
び
 

支
出
の
予
定
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
億
 

九
千
九
百
三
十
万
円
、
資
本
的
収
入
 

は
七
百
五
十
七
万
五
千
円
、
同
支
出
 

は
一
千
七
十
二
万
一
千
円
で
差
額
は
 

当
年
度
損
益
勘
定
留
保
資
金
三
百
十
 

四
万
六
千
円
で
補
て
ん
し
ま
す
。
 

▼
昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
予
算
廿
業
務
子
定
量
と
 

し
て
病
床
数
四
十
床
、
年
間
入
院
患
 

者
数
二
万
四
千
四
百
五
＋
五
人
、
年
 

間
外
来
患
者
数
六
万
六
千
九
百
九
十
 

六
人
で
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出
は
 

そ
れ
ぞ
れ
四
億
八
千
七
百
三
十
五
万
 

円
で
、
資
本
的
収
入
は
、
三
百
八
十
 

五
万
四
千
円
、
同
支
出
は
、
三
百
八
 

十
五
万
五
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

規 

約 

▼
福
岡
県
自
治
振
興
組
合
規
約
に
関
す
 

る
協
議
廿
福
岡
県
市
町
村
の
職
員
の
 

資
質
向
上
と
能
力
開
発
の
た
め
の
研
 

修
お
よ
び
市
町
村
の
振
興
に
寄
与
す
 

る
事
業
を
行
う
自
治
振
興
組
合
の
設
 

立
に
関
し
て
議
会
に
協
議
し
、
承
認
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
田
川
郡
町
村
公
平
委
貝
会
共
同
設
置
 

規
約
の
一
部
変
更
廿
昭
年
五
十
六
年
 

三
月
三
十
一
日
で
添
田
町
大
任
町
共
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

▼
一
般
職
の
職
貝
の
通
勤
手
当
支
給
方
 

法
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
 

以
上
、
四
つ
の
条
例
は
、
昭
和
五
十
 

六
年
八
月
四
日
に
行
わ
れ
た
人
事
院
勧
 

告
に
準
じ
て
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

職員の平均給料月額 

および年齢の状況 （特別会計職員除く） 

平均 月額 

平均 年齢 
行 政 職 労 務 職 

昭和56日 
4月1日 

現在 

給料 月額 ~89,300円 ~76,400円 

年 齢 37.0歳 45'9歳 

年
日
在
 

57 

現
 

和
月
 

昭
4
 

給料 月額 200,200円 ~94,300円 

年 齢 36.~歳 44 .3歳 

※
人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員
給
与
の
改
 

定
状
況
 

o
給
料
の
改
定
率
 
五
・
二
三
智
 

o
給
料
改
定
実
施
時
期
 
昭
和
五
＋
 

六
年
四
月
】
日
 

※
定
期
昇
給
の
状
況
 

o
昭
和
五
十
六
年
度
（
課
長
お
よ
び
 

課
長
補
佐
の
職
廿
六
カ
月
昇
給
延
 

立
伝
染
病
組
合
が
解
散
し
た
こ
と
に
 

よ
り
、
同
条
文
よ
り
削
除
す
る
た
め
 

の
議
会
提
案
が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

財 

産 

▼
町
有
財
産
の
取
得
廿
旧
国
鉄
用
地
（
 

赤
池
駅
附
近
の
引
込
線
跡
地
）
敷
地
 

内
建
設
家
屋
の
個
人
へ
の
払
い
下
げ
、
 

お
よ
び
住
宅
用
地
と
し
て
売
却
す
る
 

た
め
町
土
地
開
発
公
社
所
有
分
を
購
 

入
す
る
に
あ
た
り
議
会
の
承
認
を
得
 

ま
し
た
。
 

▼
町
有
財
産
の
処
分
廿
赤
池
町
住
宅
団
 

地
の
用
地
を
処
分
す
る
た
め
土
地
開
 

開
発
公
社
に
売
却
す
る
に
あ
た
り
議
 

会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。
 

▼
歳
計
現
金
預
入
先
指
定
廿
当
町
の
歳
 

計
現
金
の
預
入
先
が
昨
年
と
同
様
、
 

八
つ
の
金
融
機
関
に
指
定
さ
れ
ま
し
 

た。 

請
願
・
意
見
書
・
決
議
 

▼
制
度
事
業
の
工
事
入
札
指
名
に
関
す
 

る
請
願
廿
採
択
 

▼
伏
原
地
区
公
民
館
住
民
広
場
の
整
備
 

拡
充
に
関
す
る
請
願
廿
採
択
 

▼
軍
事
費
と
大
企
業
向
け
優
遇
措
置
を
 

削
っ
て
、
国
民
本
位
の
行
財
政
改
革
 

・
大
幅
減
税
を
求
め
る
請
願
廿
採
択
 

▼
日
本
へ
の
核
配
備
を
許
さ
な
い
こ
と
 

を
求
め
る
請
願
廿
採
択
 

▼
炭
鉱
離
職
者
緊
急
就
労
対
策
事
業
お
 

よ
び
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
の
就
 

労
者
の
強
制
的
追
出
し
に
反
対
し
、
 

伸
、
係
長
以
下
の
職
廿
三
カ
月
昇
給
 

延
伸
）
 

o
昭
和
五
十
七
年
度
（
昨
年
同
様
の
 

昇
給
延
伸
を
実
施
）
 

▼
赤
池
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
 

も
の
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関
 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

廿
農
業
委
員
会
会
長
、
委
員
の
報
酬
 

が
、
経
済
状
態
の
変
動
や
、
近
隣
市
 

町
村
と
の
均
衡
を
は
か
る
た
め
改
正
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
職
員
旅
費
額
手
当
額
等
並
び
 

に
、
そ
の
支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
廿
経
費
節
減
を
は
か
 

る
た
め
、
出
張
旅
費
額
（
割
増
）
が
 

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
ー
税
務
関
係
の
諸
証
 

明
手
数
料
が
一
枚
に
つ
き
百
円
、
一
一
 

枚
以
上
は
二
百
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

た
だ
し
、
コ
ピ
ー
を
必
要
と
す
る
場
 

合
は
、
 

一
枚
に
つ
き
二
十
円
が
加
算
 

さ
れ
ま
す
。
 

▼
赤
池
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
廿
法
人
税
の
税
率
が
、
百
分
の
 

二
一
・
三
か
ら
百
分
の
十
四
・
七
に
、
 

ま
た
、
督
促
手
数
料
が

三
十
円
か
ら
 

六
十
円
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
税
務
条
例
の
固
定
資
産
税
の
昭
 

和
五
十
七
年
度
に
お
け
る
納
期
の
特
 

例
に
関
す
る
条
例
廿
昭
和
五
＋
七
年
 

度
は
、
三
年
ご
と
の
固
定
資
産
税
の
 

基
準
年
度
に
当
る
た
め
、
同
税
の
第
 

一
期
目
の
納
期
が
五
十
七
年
度
に
限
 

り
、
五
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
日
ま
 

ー

ノ

 

ノ 

事
業
の
存
続
・
活
用
等
を
求
め
る
請
 

願
ー
採
択
 

▼
所
得
税
減
税
の
早
期
実
施
を
求
め
る
 

意
見
書
井
採
択
 

▼
核
兵
器
の
全
面
撤
廃
と
軍
縮
の
推
進
 

に
関
す
る
意
見
書
廿
採
択
 

▼
国
民
本
位
の
行
財
政
改
革
推
進
に
関
 

す
る
意
見
書
什
採
択
 

▼
第
九
次
道
路
整
備
五
カ
年
計
画
の
策
 

定
に
関
す
る
決
議
廿
採
択
 

般 

質 

間 

次
の
一
般
質
間
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

●
赤
池
町
民
グ
ラ
ン
ド
拡
張
事
業
は
今
 

年
で
期
限
切
れ
に
な
る
が
 

一
、
二
年
 

延
長
出
来
な
い
か
→
 
就
労
関
係
事
業
 

の
縮
少
と
い
う
問
題
は
、
町
独
自
で
取
 

り
組
む
の
は
困
難
で
あ
る
。
国
が
責
任
 

を
持
っ
て
や
る
べ
き
で
あ
り
、
全
体
で
 

働
き
か
け
を
し
て
い
る
。
グ
ラ
ン
ド
関
 

連
と
し
て
は
五
十
七
年
度
ま
で
の
範
囲
 

で
就
労
出
来
る
。
五
十
八
年
度
以
降
は
、
 

他
の
箇
所
で
計
画
し
た
い
。
 

●
地
域
開
発
就
労
事
業
の
制
度
が
あ
る
 

う
ち
に
開
就
の
穴
埋
め
に
中
・
高
措
置
 

切
れ
者
を
入
れ
ら
れ
な
い
か
→
緊
就
、
 

開
就
に
つ
い
て
は
補
充
し
な
い
と
い
う
 

労
働
省
の
方
針
が
堅
く
、
困
難
で
あ
る
。
 

●
産
炭
地
補
正
が
今
年
で
切
れ
る
が
町
 

の
対
策
は
 
→
命
取
り
に
も
な
り
か
ね
 

る
問
題
で
あ
り
、
今
後
も
精
力
的
に
働
 

き
か
け
て
い
く
。
 

●
住
宅
新
築
等
貸
付
資
金
の
貸
し
付
け
 

と
返
済
に
つ
い
て
の
問
題
と
同
和
子
算
 

の
適
切
な
見
直
し
に
つ
い
て
 
→
 
貸
 

で
と
な
り
ま
す
。
例
年
は
四
月
一
日
 

か
ら
三
十
日
ま
で
で
す
。
 

▼
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
廿
国
保
納
税
者
 

の
う
ち
災
害
等
で
生
活
が
著
し
く
困
 

難
な
人
、
貧
困
に
よ
り
生
活
の
扶
助
を
 

受
け
て
い
る
人
な
ど
は
、
申
告
に
よ
 

り
、
減
免
措
置
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
 

制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
廿
被
保
険
者
の
出
 

産
助
産
費
が
六
万
円
か
ら
八
万
円
に
 

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
同
和
対
策
中
央
研
修
所
の
設
 

置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
廿
諸
経
費
の
値
 

上
が
り
に
と
も
な
い
、
現
在
ま
で
無
 

料
で
あ
っ
た
大
ホ
ー
ル
の
使
用
料
が
 

新
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

対
象
地
域
住
民
の
使
用
、
町
主
催
事
 

業
の
使
用
、
準
行
政
機
関
の
使
用
に
 

つ
い
て
は
今
ま
で
ど
お
り
無
料
で
す
 

が
、
こ
れ
以
外
の
使
用
に
つ
い
て
は
 

使
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
 

し
た
。
 

▼
赤
池
町
民
会
館
設
置
お
よ
び
管
理
条
 

例
の
制
定
井
諸
経
費
の
値
上
が
り
に
 

と
も
な
い
、
町
民
会
館
の
使
用
料
が
 

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
の
制
定
什
拡
張
工
事
費
の
一
 

部
負
担
と
し
て
加
入
金
制
度
が
新
設
 

さ
れ
、
諸
経
費
の
値
上
が
り
に
よ
り
、
 

水
道
関
係
の
各
種
手
数
料
が
改
正
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

付
事
業
に
つ
い
て
は
、
せ
っ
か
く
の
制
 

度
が
崩
壊
し
な
い
よ
う
、
徴
収
に
つ
い
 

て
現
在
整
理
し
て
、
そ
の
手
順
を
踏
ん
 

で
い
る
。
改
め
る
も
の
は
改
め
、
立
派
 

な
制
度
が
存
続
出
来
る
よ
う
努
力
し
て
 

い
く
。
 

●
同
和
住
宅
入
居
許
可
と
使
用
料
納
入
 

義
務
に
つ
い
て
 
→
基
本
的
に
は
、
設
 

立
の
意
義
、
目
的
に
伴
う
よ
う
、
問
題
 

点
は
改
善
し
て
い
く
。
 

●
民
間
社
会
福
祉
施
設
の
運
営
助
成
金
 

切
り
下
げ
に
つ
い
て
 
→
福
祉
事
業
は
 

行
政
機
構
に
組
み
込
ま
れ
た
中
で
実
施
 

拡
大
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
 

が
、
今
ま
で
の
経
緯
も
あ
り
、
肩
替
わ
 

り
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
点
も
あ
る
。
 

し
か
し
、
町
財
政
逼
迫
し
た
お
り
で
も
 

あ
り
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、
 

何
と
か
財
源
の
捻
出
を
考
え
て
行
き
た
 

い。 
●
ボ
ー
フ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
→
本
 

年
度
か
ら
全
体
的
に
補
助
金
、
扶
助
費
 

等
の
一
律
削
減
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
 

れ
ぞ
れ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、
 

地
域
が
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
 

団
体
の
育
成
と
い
う
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
 

て
く
る
。
行
政
と
し
て
も
、
基
本
に
立
 

ち
な
が
ら
鋭
意
努
力
す
る
。
 

●
町
部
の
水
害
床
下
侵
水
箇
所
の
カ
サ
 

上
げ
計
画
の
進
展
に
つ
い
て
 
→
道
路
 

の
カ
サ
上
げ
高
に
つ
い
て
は
決
定
し
た
。
 

今
後
、
全
体
計
画
に
つ
い
て
、
何
年
度
 

に
ど
こ
か
ら
着
手
し
、
お
わ
る
か
通
産
 

局
と
打
ち
合
わ
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
 

い
る
。
 



昭和57年5 月 :1 日 

「一
 

木
 
春
 

翁
 

阿
蘇
の
山
焼
は
、
例
年
お
彼
岸
の
中
 

日
を
中
心
に
行
わ
れ
る
。
今
年
は
観
光
 

ナ
 

目
的
の
夜
の
山
焼
も
あ
る
と
い
う
の
で
、
 

い
 

みんなの 
一 一

 

麟
 

騰』 
阿
蘇
の
山
焼
日
 

一
行
十
四
人
の
吟
行
の
旅
。
し
か
し
、
 

あ
い
に
く
 

生
憎
の
雨
で
、
天
気
子
報
を
期
待
に
午
 

前
九
時
出
発
。
 

カ
 

雨
は
間
断
な
く
降
っ
て
い
た
が
、
車
 

あ
 

中
は
終
始
な
ご
や
か
な
旅
の
雰
囲
気
で
 

報
 

広
 

報
 

広
 

住
居
を
田
畑
の
近
く
に
定
め
、
農
産
 

(7） 第232 号 広 報 あ か い け 昭和57年5 月 1 日 第232 号 

あ
る
。
 

阿
蘇
の
入
口
の
杉
並
木
に
か
か
っ
た
 

頃
、
空
は
明
る
く
薄
日
が
差
し
て
来
た
。
 

一
同
、
何
と
な
く
ホ
ッ
と
し
た
気
分
に
な
 

る。 宿
に
着
い
た
の
は
二
時
半
。
四
時
よ
 

り
第
一
回
の
句
会
を
開
く
。
 

0
阿
蘇
の
田
の
雨
溜
め
易
く
彼
岸
か
な
 

天
留
翁
 

o
期
し
て
来
し
山
焼
雨
に
流
れ
て
は
 

し
●
ん
で
い
 

す
 

o
庭
内
に
春
泥
の
あ
り
栖
み
馴
れ
て
 

野
 

火
 

o
阿
蘇
谷
の
風
が
芽
柳
光
ら
せ
て
 

雨
 
亭
 

o
雨
上
る
気
配
花
菜
は
黄
を
ひ
ろ
げ
 

鬼
 

堂
 

m
 
差
別
の
お
こ
り
 

日
本
列
島
に
は
、
 
一
万
年
以
上
も
前
 

か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
て
い
 

ま
す
。
人
び
と
は
自
然
の
植
物
や
け
も
 

の
、
魚
や
貝
な
ど
を
と
っ
て
生
活
し
て
 

ナ
 

い
ま
し
た
が
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
な
く
 

み
ん
な
で
共
同
生
活
を
し
、
貧
富
の
ち
 

が
い
も
な
く
、
支
配
す
る
も
の
も
、
支
 

か
 

配
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

と
こ
ろ
が
、
今
か
ら
約
二
千
年
ぐ
ら
 

り
ま
し
た
。
 

物
の
た
く
わ
え
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
 

と
、
そ
れ
を
世
話
す
る
人
が
で
き
、
し
 

だ
い
に
そ
の
人
た
ち
が
力
を
持
つ
よ
う
 

に
な
り
、
他
の
人
び
と
を
支
配
す
る
よ
 

う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
力
の
あ
 

る
部
族
が
弱
い
部
族
を
し
た
が
え
、
ど
 

れ
い
（
働
き
手
）
と
し
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
支
配
す
る
も
の
は
支
配
を
 

つ
づ
け
る
た
め
に
、
人
問
の
な
か
に
上
 

下
の
差
別
を
つ
く
り
だ
し
ま
し
た
。
 

中
国
の
古
い
書
物
 
わ
じ
ん
で
ん
」
 

に
よ
る
と
、
三
世
紀
の
こ
ろ
の
日
本
に
 

ぬ
 
ひ
 

は
、
奴
碑
と
よ
ば
れ
る
ど
れ
い
が
あ
っ
 

o
火
の
国
の
ー
と
足
早
き
花
に
会
ふ
 

桜
ン
坊
 

o
紅
梅
の
色
を
日
射
し
が
ま
だ
支
配
 

て
い
子
 

o
雨
催
ふ
表
情
固
き
野
焼
空
 
駒
 

女
 

・
っ
め
ご
よ
み
 

o
梅
暦
て
ふ
そ
の
ま
ま
に
阿
蘇
の
谷
 

昭
 

女
 

o
初
花
に
雨
上
り
た
る
肥
後
路
駆
る
 

未
代
子
 

れ
ん
ぎ
ょ
・
つ
 

o
連
想
の
雨
に
旅
情
を
深
め
け
り
 

春
 
翁
 

第
二
回
の
句
会
は
七
時
半
。
タ
焼
が
 

し
て
明
日
の
山
焼
が
期
待
さ
れ
、
 
一
同
 

弾
む
心
で
句
座
に
つ
く
。
 

た
か
 

0
鷹
沈
み
静
ま
り
返
る
阿
蘇
の
谷
 

天
留
翁
 

あ
げ
ひ
ば
 
り
 

o
阿
蘇
の
春
急
が
せ
て
を
り
し
揚
雲
雀
 

o
揚
雲
雀
冬
つ
き
放
つ
声
か
と
も
 

o
旗
は
風
季
ん
で
野
焼
日
和
か
な
 

かたくな 

一 

歩
 

o
頑
に
根
雪
を
置
き
て
山
笑
う
 野

 

火
 

o
木
蓮
の
開
き
き
つ
た
る
時
汚
れ
 

鬼
 

堂
 

o
連
想
の
蝶
の
和
合
を
許
さ
る
黄
 

雨
 

亭
 

ね
じ
ゃ
か
 

o
お
彼
岸
を
迎
へ
し
寝
釈
迦
遠
拝
み
 

ゆ
・
フ
が
ら
す
 

o
タ
鳩
晴
き
渡
り
ゆ
く
彼
岸
冷
え
 

玲
 
宵
 

o
タ
焼
が
野
焼
日
和
の
決
め
手
と
も
 

て
い
子
 

い
ろ
 

o
バ
ン
ガ
ロ
ー
芽
木
の
林
に
彩
見
せ
て
 

未
代
子
 

句
会
の
あ
と
、
小
宴
に
歓
談
す
る
者
 

も
あ
り
、
各
自
の
部
屋
に
引
揚
げ
阿
蘇
 

の
一
夜
を
山
火
の
夢
に
寝
入
る
者
も
い
 

た
。
旅
で
は
寝
つ
き
の
悪
い
私
は
、
窓
 

側
の
椅
子
に
夜
を
更
か
し
た
。
阿
蘇
五
 

岳
は
空
と
の
境
界
も
な
く
闇
一
色
に
塗
 

り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た
。
 

o
星
一
つ
ま
た
た
き
阿
蘇
の
春
の
闇
 

春
 
翁
 

文部大臣賞に 

綿貫仁子さん 

墨美書道連盟 

第2回書道展 綿貫仁子さん 

三
月
士
一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
田
 

川
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
墨
美
書
道
連
盟
 

主
催
、
福
岡
県
、
北
九
州
市
教
育
委
員
 

会
、
日
本
教
育
書
道
連
盟
、
田
川
文
化
 

連
盟
、
西
日
本
新
聞
社
後
援
に
よ
る
、
 

全
国
公
募
第
二
回
書
道
展
が
盛
大
に
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

要
出
品
数
四
千
三
百
十
七
人
の
中
か
 

ら
、
当
町
上
の
原
の
高
校
一
年
生
綿
貫
 

仁
子
さ
ん
が
、
栄
誉
あ
る
文
部
大
臣
賞
 

に
入
賞
し
た
ほ
か
、
三
士
ニ
人
が
入
賞
 

と
い
う
輝
か
し
い
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
綿
貫
仁
子
（
高
一
）
▽
久
原
利
恵
（
高
一
）
 

▽
坂
元
美
延
（
中
」
）
▽
添
谷
美
香
（
中
」
）
 

▽
坂
元
薫
（
中
一
）
▽
城
野
昭
憲
（
中
」
）
 

▽
瓜
生
田
亜
希
（
鵠
）
▽
平
元
か
お
り
 

（
中
」
）
▽
柴
田
紀
子
（
中
一
）
▽
綿
貫
 

智
子
（
篤
）
▽
ロ
石
勉
（
鵠
）
▽
田
村
 

由
美
（
中
一
」
）
▽
皆
川
裕
美
（
中
一
）
▽
藤
 

井
由
香
（
中
こ
 
▽
村
田
香
苗
（
中
一
）
▽
 

大
谷
靖
子
（
結
）
▽
末
広
珠
紀
（
鵠
）
 

▽
久
原
礼
（
中
ご
 
▽
西
園
順
司
（
篤
）
 

▽
田
中
か
お
り
（
特
）
▽
田
村
栄
治
（
柿
 

鵬
）
▽
小
松
吏
香
（
特
）
▽
長
野
美
樹
（
 

中
一
）
▽
添
谷
智
子
（
嬬
）
▽
立
花
直
 

美
（
中
三
）
▽
小
松
津
久
美
（
結
）
▽
定
 

宗
志
保
（
結
）
▽
松
尾
希
（
鵠
）
▽
安
 

延
み
ち
ょ
（
特
）
▽
福
田
陽
子
（
篤
）
 

▽
大
久
保
知
子
（
中
「
）
▽
島
み
の
り
（
中
 

」
一
）
▽
津
田
崇
弘
（
中
一
）
 

以
上
三
十
三
人
（
敬
称
略
）
 

＊
投
稿
を
お
待
ち
し
ま
す
＊
 

こ
こ
は
あ
な
た
が
作
る
ペ
ー
ジ
 

で
す
。
地
区
の
話
題
、
ち
ょ
っ
と
 

ひ
と
こ
と
、
写
真
、
な
ん
で
も
結
 

構
。
み
な
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
 

し
ま
す
。
、
（
培
広
報
係
些
一
〇
〇
四
 ノ 

×
 昭

和

五

十

六

年

度

 

定

例

事

務

監

査

結

果

 

昭
和
五
十
六
年
度
の
定
例
事
務
 

監
査
が
、
二
月
三
日
か
ら
二
月
一
一
 

十
日
ま
で
、
松
井
猛
、
清
原
義
則
 

両
監
査
委
貝
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
 

た。 今
回
は
、
町
の
予
算
執
行
状
況
 

に
つ
い
て
監
査
が
行
わ
れ
、
次
の
 

よ
う
な
点
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
 

①
 
苦
し
い
予
算
の
範
囲
内
で
、
 

そ
の
執
行
状
況
に
関
し
て
は
、
 

適
切
で
あ
っ
た
が
、
経
費
の
面
で
 

も
う
少
し
、
節
約
、
軽
減
で
き
る
 

も
の
も
あ
っ
た
。
 

②
 
各
施
設
の
管
理
人
室
等
の
使
 

用
料
、
光
熱
水
費
に
つ
い
て
、
使
 

用
条
件
な
ど
統
一
す
べ
き
で
あ
る
。
 

③
 
重
要
な
財
源
で
あ
る
町
税
等
 

の
徴
収
に
つ
い
て
、
努
力
は
さ
れ
 

て
い
る
が
、
督
促
料
、
延
滞
金
な
 

ど
の
処
理
に
条
例
等
の
適
用
を
す
 

る
と
と
も
に
、
理
解
協
力
が
得
ら
 

れ
る
方
法
を
講
じ
る
こ
と
。
 

④
 
町
有
財
産
で
あ
る
土
地
、
建
 

物
な
ど
に
つ
い
て
、
的
確
な
財
産
 

管
理
体
制
を
早
急
に
講
じ
る
こ
と
。
 

⑤
 

町
立
病
院
の
健
全
運
営
を
一
 

日
も
早
く
軌
道
に
乗
せ
、
喜
ば
れ
 

る
病
院
へ
と
、
さ
ら
に
積
極
的
努
 

カ
を
す
る
こ
と
。
 

/
 

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
身
分
の
 

だ
い
」
し
ん
 

高
い
も
の
は
大
人
と
よ
ば
れ
、
低
い
も
 

げ
！
一
 

の
は
下
戸
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
下
 

戸
が
道
で
大
人
と
あ
っ
た
と
き
は
、
い
 

そ
い
で
道
か
ら
さ
け
て
土
下
座
し
な
け
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
下
に
奴
碑
が
 

お
か
れ
た
の
で
す
。
奴
碑
が
ど
ん
な
と
 

り
あ
つ
か
い
を
う
け
た
か
は
、
主
人
が
 

死
ぬ
と
、
そ
ば
に
つ
か
え
て
い
た
奴
碑
 

も
主
人
に
し
た
が
っ
て
死
な
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
 

て
い
ま
す
。
奴
埠
は
人
間
と
い
う
よ
り
 

も
品
物
と
同
じ
よ
う
に
あ
つ
か
わ
れ
た
 

の
で
す
。
 

ま
た
、
世
界
最
大
の
墓
と
い
わ
れ
る
 

仁
徳
天
皇
陵
は
、
三
重
の
堀
を
め
ぐ
ら
 

し
、
長
さ
が
四
百
八
十
メ
ー
ト
ル
も
あ
 

り、 

一
日
千
人
の
人
が
働
い
た
と
し
て
 

も
、
四
年
も
の
年
月
が
か
か
る
と
い
わ
 

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
支
配
者
と
し
 

て
の
天
皇
の
力
の
強
さ
と
、
働
き
手
と
 

な
っ
て
血
と
汗
を
流
し
て
支
配
さ
れ
て
 

い
た
人
び
と
の
姿
が
、
ま
ざ
ま
ざ
と
う
 

か
が
わ
れ
ま
す
。
 

せ
ん
み
ん
 

②
 
古
代
の
賎
民
 

た
い
か
 

か
い
し
ん
 

大
化
の
改
新
（
六
四
五
年
）
に
よ
っ
 

て
、
全
国
の
土
地
と
人
民
は
す
べ
て
天
 

皇
の
も
の
と
す
る
天
皇
中
心
の
統
一
国
 

家
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
七
一
〇
年
に
は
大
宝
律
令
 

と
い
う
法
律
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
 

の
な
か
に
身
分
の
差
別
を
は
っ
き
り
う
 

せ
ん
 

ち
だ
し
て
い
ま
す
。
国
民
を
良
民
と
賎
 

み
ん
 

に
わ
け
、
さ
ら
に
賎
民
を
五
色
の
賎
と
 

し
て
五
段
階
に
わ
け
ま
し
た
。
 

と
く
に
ひ
ど
い
差
別
を
う
け
た
の
は
 

最
下
層
に
お
か
れ
た
賎
民
で
、
牛
馬
に
 

ひ
と
し
い
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
 

賎
民
の
血
が
す
こ
し
で
も
ま
じ
れ
ば
、
 

賎
民
あ
つ
か
い
に
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
 

当
時
の
賎
民
の
数
は
、
全
人
口
の
約
一
 

〇
％
と
み
ら
れ
ま
す
。
奈
良
時
代
の
全
 

人
ロ
を
五
、
六
百
万
人
と
推
定
す
る
と
、
 

だ
い
た
い
五
、
六
十
万
人
と
い
う
見
当
 

に
な
り
ま
す
。
 

へ
い
え
き
 

る
マ
え
き
 

や
が
て
兵
役
や
労
役
、
重
税
に
た
ま
 

り
か
ね
た
人
民
が
、
し
だ
い
に
土
地
を
 

す
て
て
逃
げ
出
し
、
貴
族
や
大
き
い
寺
 

神
社
の
土
地
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
 

こ
う
し
て
律
令
制
度
は
根
本
か
ら
ゆ
ら
 

ぎ
、
古
代
賎
民
制
度
も
大
き
く
く
ず
れ
 

て
し
ま
い
ま
し
た
。
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丁ーI
ー ー

 

r
ーーー 

成立期 発展難 リ完成期~ 「 ！独占資本主義 

三分法を 
基礎とす 
る区分 
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（家父長制奴隷制）一」 

百 1て 
中 世 

解体期」 

近 世 近 代 現 代 

所
基
る
 

の
を
す
 

権
地
と
分
 

政
在
礎
区
 

課
 

飛
鳥
時
代
 

奈
良
時
代
 

鎌
倉
時
代
 新 代

 
時
 

一P 江
 

安
土
桃
山
時
代
 

・
」
大
正
覧
」
（
 

（
明
治
時
代
）
 

代
 

現
 

（
破
占
領
時
代
】
 

J 

（昭和時代） 潔 摂関政治」 L(院政、 
時代 、時代ノ 

× 

交
通
事
故
 

ゼ
口
を
願
っ
て
 

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
全
国
一
 

斉
に
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
 

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

当
町
で
も
期
間
中
い
ろ
い
ろ
な
行
事
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
四
月
六
日
午
前
 

十
時
か
ら
、
運
動
の
一
環
と
し
て
、
赤
 

池
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
（
香
月
章
 

会
長
）
 

・
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
（
 

奥
永
昭
政
支
部
長
）
の
皆
さ
ん
に
よ
り
 

『
交
通
事
故
撲
滅
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
 

町
内
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
で
 

し
た
が
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
願
っ
て
、
 

町
内
を
く
ま
な
く
パ
レ
ー
ド
、
町
民
の
 

皆
さ
ん
の
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。
 

へ
雨
の
中
、
パ
レ
ー
ド
に
出
発
す
る
〕
 

「
交
通
安
全
協
会
の
皆
さ
ん
 

、
 

あ
 

い
前
に
、
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
稲
作
が
伝
 

1
又
 

わ
り
、
米
を
中
心
と
す
る
農
業
が
始
ま
 


